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常磐自動車道 全線開通後の交通量及びストック効果について

※ストック効果：整備された社会資本が機能することによって、継続的に中長期的に得られる効果

～地域経済の復興に向け、観光客が増加、雇用が増加～

＜交通状況＞

〇開通６ヶ月の交通量は開通直後以降も堅調に推移

〇暫定２車線区間（いわき中央～岩沼）の日平均交通量は、

８，３００～１９，５００台/日

＜ストック効果＞

〇福島・宮城沿岸地域の観光交流人口が震災以降最高を記録

・常磐道沿線の主要観光地では、県外からの来訪者の増加もあり、

観光入込客数が震災以降最高を記録

〇企業立地の増加、雇用拡大により地域経済の復興を牽引

・山元～亘理間が開通した平成２１年以降、企業立地数が過去最高を記録

・平成２６年１２月以降の福島県浜通り地域の企業立地による経済効果は

約５５０億円

・新規高等学校卒業求人倍率が増加し地域の雇用確保に貢献

常磐自動車道 常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間（１４.３ｋｍ）が平成２７年３月１日に開通し、
常磐自動車道は約３５０ｋｍ（東京～仙台）が全線開通しました。



常磐自動車道の全線開通前後の交通状況

■開通６ヶ月の交通量は開通直後以降も堅調に推移

■暫定２車線区間（いわき中央～岩沼）の日平均交通量は、８，３００～１９，５００台/日

【出典：ＮＥＸＣＯ東日本データ】
・開 通 前：平成２７年２月１日（日）～２月２８日（土）
・開通１ヶ月：平成２７年３月２日（月）～４月 １日（水）
・開通３ヶ月：平成２７年３月２日（月）～６月 １日（月）
・開通６ヶ月：平成２７年３月２日（月）～９月 １日（火）

※上記期間の日平均値 1



福島・宮城沿岸地域の観光交流人口が震災以降最高を記録

■常磐道沿線の福島県・宮城県の主要観光地（都市）では、観光入込客数が、震災以降最高を記録

■常磐道沿線の主要観光地では、常磐道を利用した県外からの来訪者が増加するとともに、

観光消費額も２５億円増加し、経済活性化に寄与
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※1茨城、千葉、東京、神奈川
※2青森、岩手、宮城、秋田

出典：携帯カーナビプローブデータ

松島町の観光入込客数が４.２万人増加

相馬市の観光入込客数が４.７万人増加

いわき市の観光入込客数が１３.２万人増加

常磐道を利用した来訪者の変化

３地域の観光来場者が約２２万人増加

入場料・食事・お土産などの
観光消費額が約２５億円増加

常磐道を利用した観光来訪者の割合
（いわき市⇔宮城県以北※2） ０％⇒５％

【３％⇒７％】
（Ｈ２６）⇒（Ｈ２７）

常磐道を利用した観光来訪者の割合
（いわき市⇔宮城県以北※2） ０％⇒５％

【３％⇒７％】
（Ｈ２６）⇒（Ｈ２７）

＜期間＞Ｈ２６：８/７～１７
Ｈ２７：８/６～１６

常磐道を利用した観光来訪者の割合
（松島町⇔関東圏※1） ０％⇒８％

【３％⇒９％】
（Ｈ２６）⇒（Ｈ２７）

常磐道を利用した観光来訪者の割合
（松島町⇔関東圏※1） ０％⇒８％

【３％⇒９％】
（Ｈ２６）⇒（Ｈ２７）

＜期間＞Ｈ２６：８/７～１７
Ｈ２７：８/６～１６

常磐道を利用した観光来訪者の割合
（相馬市⇔関東圏※1） ０％⇒１０％

【０％⇒１２％】
（Ｈ２６）⇒（Ｈ２７）

常磐道を利用した観光来訪者の割合
（相馬市⇔関東圏※1） ０％⇒１０％

【０％⇒１２％】
（Ｈ２６）⇒（Ｈ２７）

＜期間＞Ｈ２６：７/２６～２８
Ｈ２７：７/２５～２７

【 】：経路を加味しない場合の割合

出典：松島町（速報値）

出典：相馬市（速報値）

出典：いわき市（速報値）
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福島県浜通り地方への企業立地増加・雇用拡大

■現時点（H27.6)で、沿岸地域の企業立地数は、過去最高を記録

■平成２７年１月以降の福島県浜通り地域の企業立地による経済効果は約５５０億円

■浜通り地域における新規高等学校卒業者求人倍率は、企業立地とともに着実に増加、

地域雇用確保に貢献

■浜通り地域の企業立地が地域の経済を牽引

▼常磐道沿線地域での工場増新設の動き ▼常磐道沿線地域の工場増新設件数の推移

常磐道沿線地域：いわき市、南相馬市、相馬市、新地町、飯舘村、
広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、
双葉町、浪江町、葛尾村、名取市、岩沼市、
亘理町、山元町

※常磐道整備率は、各年４月１日時点

出典：福島県企業立地課
宮城県産業立地推進課

※企業立地年は、土地取得時の操業予定年を示す

▼浜通り地域における新規高等学校卒業者求人倍率

平成２７年１月以降の
福島県浜通り地域の企業立地31件による

経済効果は約５５０億円

※福島県内の立地企業（福島県調べ）の投資額（予定額も含む）を基に算出
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Ｈ26.12
開通

浪江〜南相⾺
相⾺〜⼭元

Ｈ24.8
開通⽬標公表
H26浪江〜南相⾺
H26相⾺〜⼭元

Ｈ24.4
開通

南相⾺〜相⾺

Ｈ21.9
開通

⼭元〜亘理

Ｈ27.3.1
全線開通

浜通り地域：いわき市、南相⾺市、相⾺市、新地町、飯舘村、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、⼤熊町、
双葉町、浪江町、葛尾村

※各年６⽉の値資料：厚生労働省福島労働局・厚生労働省

Ｈ27.1⽉
以降

福島県
浜通り地域の

⽴地件数

いわき四倉

常磐富岡

浪江

南相馬

相馬

新地

広野

H27.3.1
開通

H26.12.6
開通

H26.12.6
開通

H21.9.12
開通

H24.4.8
開通

山元

亘理

企業立地時期
：H23．4以降
内H27．1以降
福島県浜通り
地域
：H23.3以前

：⽴地数１件

：⽴地数２〜３件

：⽴地数４〜９件

：⽴地数10件以上



地域伝統文化の活性化に寄与

■相馬地域で行われている相馬野馬追では、震災以降はじめて観光入込客数が２０万人を突破

■関東圏※からの団体客が大幅に増加（約１.４倍）

■地域伝統文化の活性化に大きく寄与

出典：相馬野馬追執行委員会

※常磐道利用者の割合を集計
出典：携帯カーナビプローブデータ

※茨城、千葉、東京、神奈川
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関東圏関東圏

相馬地域

■相馬野馬追
一千有余年の昔、相馬氏の祖といわれている

平将門が下総国（千葉県北西部）に野馬を放ち、
敵兵に見立てて軍事訓練を行ったのが始まりと
伝えられ、現在では、毎年7月末の土曜日・日曜日・
月曜日、甲冑に身を固めた500余騎の騎馬武者が
腰に太刀、背に旗指物をつけて疾走する豪華絢爛で
勇壮な戦国絵巻を繰り広げる。



混雑する東北道から常磐道へ、ダブルネットワーク機能を発揮

■常磐道の全線開通により例年交通渋滞が著しい東北道の渋滞が減少

（昨年と比較し、福島県内の１０ｋｍ以上の渋滞が４回減少）

■関東方面と仙台以北との利用が東北道から常磐道にシフト、昨年と比べ常磐道利用が１５％増加

■常磐道の全線開通は、東北道の渋滞緩和に大きく寄与し、ダブルネットワークとして機能を発揮
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関東⇔東北 利用路線の変化

【トピックス】お盆渋滞の東北道を回避するため高速バスが常磐道を代替路として活用

■仙台⇔東京方面を結ぶ高速バスは毎日約５０往復１００便、１ヶ月間に約５万人以上※を運ぶ大動脈

■交通混雑期には東北道の渋滞に巻き込まれ、定時性を確保することが困難（最大３.５時間の遅れ）

■常磐道が全線開通した今年、一部の便が常磐道に迂回運行を行い定時性を確保

■バス事業者の声
○常磐道が全線開通した今年のお盆は、東北道の

渋滞状況を見ながら、一部の便を常磐道に迂回
運行し、定時性を確保した

○今後も、東北道の渋滞状況等を見ながら、常磐道
への迂回も検討したい

※臨時便を除く、東京、千葉、神奈川発着を対象

定時性を確保するため２４便が常磐道にシフト

２４便が東北道から
常磐道にシフト

出典：プローブデータ

東北道▲１７％

常磐道＋１５％



常磐自動車道の交通状況 参考資料

【出典：ＮＥＸＣＯ東日本データ】

・開 通 前：平成２７年２月１日（日）～２月２８日（土）

・開通１ヶ月：平成２７年３月２日（月）～４月 １日（水）

・開通３ヶ月：平成２７年３月２日（月）～６月 １日（月）

・開通６ヶ月：平成２７年３月２日（月）～９月 １日（火）

※上記期間の日平均値
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ＩＣ間
【①開通前】
断面交通量

(台/日)

【②開通１ヵ月】
断面交通量

(台/日)

【③開通３ヵ月】
断面交通量

(台/日)

【④開通６ヵ月】
断面交通量

(台/日)

　 仙台若林ＪＣＴ～名取 28,900 33,500 32,500 32,600

　 名取～仙台空港 23,000 27,300 26,300 26,600

　 仙台空港～岩沼 19,600 23,600 22,800 23,100

①岩沼～亘理 15,500 19,400 19,100 19,500

　 亘理～山元 11,300 15,000 14,700 15,000

　 山元～新地
　 【平成26年12月6日開通】

7,600 11,400 11,300 11,800

　 新地～相馬
　 【平成26年12月6日開通】

6,600 10,600 10,600 11,100

②相馬～南相馬鹿島スマート 6,900 11,400 11,500 12,000

　 南相馬鹿島スマート～
　 南相馬

6,900 11,200 11,300 11,800

　 南相馬～浪江
　 【平成26年12月6日開通】

2,300 8,000 7,900 8,300

③浪江～常磐富岡
　 【平成27年3月1日開通】

― 8,200 8,200 8,700

　 常磐富岡～広野 4,100 9,400 9,200 9,500

④広野～いわき四倉 8,500 13,200 12,700 13,000

　 いわき四倉～いわき中央 8,000 12,100 11,600 11,900

　 いわき中央～いわきＪＣＴ 13,600 17,600 17,200 17,500



内陸部（東北道＋国道４号）と沿岸部（常磐道＋国道６号）の交通状況

■内陸部（東北道＋国道４号）の交通量が減少（約３～７千台）、

沿岸部（常磐道＋国道６号）の交通量が増加（約８～９千台）

■特に、内陸と沿岸部の高速ネットワークの交通量に大きな変化

（東北道の交通量 ⇒ 約２～５千台減少、常磐道の交通量 ⇒ 約７千台増加）

【出典：国土交通省東北地方整備局、ＮＥＸＣＯ東日本データ】

・開通前：平成２６年３月３日（月）～９月２日（火）の日平均値

・開通後：平成２７年３月２日（月）～９月１日（火）の日平均値
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